
開会あいさつ 
世⽥⾕区⽣活⽂化政策部市⺠活動推進課⻑の伊藤です。 
本日はお忙しい中、公募に関する説明会にご出席いただき誠にありが

とうございます。 
現在世⽥⾕区は、本庁舎等整備基本構想の中で「区⺠⾃治と協働・交

流の拠点としての庁舎」を基本的方針の一つとして定め、本庁舎の整備
を進めております。当課としてはその本庁舎の中で、「区⺠利⽤・交流拠
点施設」の令和８年度の開設に向けた準備を進めております。こちらの
施設を多くの区⺠や団体等に利⽤していただき、区⺠参加、交流、協働
につながる事業を展開していきたいと考えております。 

当施設は令和８年度９月に竣工予定であり、令和８年１１月頃の施設
開設を予定しています。つきましては令和８年４月より事業運営委託を
開始するため、本年度に事業者選定を行っている次第です。 

本日の説明会にて、当事業を事業者様にご理解をいただきまして、多
くの事業者様にプロポーザルに参加していただきたいと考えております
のでどうぞよろしくお願いいたします。 

それでは担当より説明をさせていただきます。 
 

資料説明及び注意事項 
 市⺠活動推進課の榎本と申します。資料の説明は私の方からさせていた
だきます。まずは資料の確認をさせていただきます。Ａ４でホチキス止め
された資料はお手元にございますでしょうか。本日の説明会については、
本日中に区の HP にて資料と説明原稿を公開させていただく予定です。本
日の説明会に参加されていない事業者様との公平性を考慮し、本日質疑応
答は行いませんが、9/5 を期限として質問票を受付することとしまして、
9/12 にいただいた質問について HP にて回答を公表させていただく予定
でございます。あらかじめご承知おきいただきますよう、どうぞよろしく
お願いいたします。 
 
１ これまでの検討経過 

それでは次第に沿って順次ご説明します。「１これまでの検討経過」で
す。資料の「１これまでの検討経過（１ページ目）」の一覧表をご覧くださ
い。 

区⺠利⽤・交流拠点施設は本庁舎等整備、新庁舎建替え事業の一つであ
り、検討としては、表の左側の平成２８年度の本庁舎等整備基本構想策定
から始まります。令和４年度には学識経験者や団体代表、区⺠等で構成さ
れた計画策定検討委員会を作り、ご意見を反映した計画を令和５年度に策



定しました。昨年令和６年度には施設開設に向けて運営委員会準備会を設
置したところです。合わせて表の右側、「区⺠参加による検討」も継続的
に実施しており、平成３０年、令和元年にワークショップや検討会を実施
し、令和４年度には区政モニターや区⺠ワークショップ、令和５年度はア
ンケート調査や区⺠意見募集、区⺠ワークショップ、令和６年度は区内活
動団体の活⽤意向調査や試行イベント等を実施して、区⺠や団体の皆様の
ご意見を積み重ねながら施設開設に向けて準備を進めているところです。 

次に資料２ページ目をご覧ください。平成２８年策定の「本庁舎整備基
本構想」の基本的方針１で「区⺠⾃治と協働・交流の拠点としての庁舎」
を挙げており、さらに令和５年策定の交流拠点施設運営基本計画では基本
理念として「区⺠、市⺠活動団体及び区が協働して、多様な⼈々がともに
支えあい、交流し、心豊かな住みやすい暮らしを実現する」を定めていま
す。区⺠利⽤・交流拠点施設はこの基本的方針や基本理念を目指して事業
を運営していきます。 

次の資料３ページ目をご覧ください。こちらは令和元年度の区⺠交流ス
ペースの運⽤に関する検討会提案書から抜粋したものです。将来像や場の
イメージとしては、区⺠、団体、区職員が混ざり合い、共⽣する「汽⽔域」、
空間的にも機能的にも「ひらかれ、みえる」ことを掲げています。 
それを実現するための必須事項として３つ、①幅広い⼈達に利⽤される場
にすること②繋がりを⽣むしかけを備えること③運⽤しながら場を育て
てゆくことを定めています。 
 
２ 交流拠点施設で目指すこと 

次に次第２、「交流拠点施設で目指すこと」についてです。資料４ペー
ジ目、「区（市⺠活動推進課）が交流拠点施設を通して目指すこと」をご覧
ください。交流拠点施設での事業は、庁舎の一部を活⽤して実施する事業
であることから、単に運営事業者に業務を委託するだけでなく、区も一緒
に事業を運営していく必要があります。こちらの資料は区がこの施設を通
して目指すことを示したものです。 
 左側のステップが目指すこと、右側が具体の方策となります。まずステ
ップ１は、市⺠活動しやすい環境をつくりたいとして、区⺠利⽤・交流拠
点施設においてより⾃由な活動がしやすい場をつくる、出会いや交流がで
きる環境や機会をつくるというものです。ステップ２は、活動する⼈を増
やしたいとして、区⺠利⽤・交流拠点施設において新しい活動やチャレン
ジのサポート、よりよい活動へのバージョンアップのサポートを通して、
団体の活動を支援し、活性化させていくことで、活動に参加する⼈を増や



し、既存の中間支援組織とも連携しながら、団体を支えるネットワークを
広げるというものです。ステップ３は、まちを知っている職員を育てたい
として、まずは職員⾃⾝が積極的に市⺠活動の現場に出向き、知り合い、
参加していく中で活動の工夫を学び、活動をサポートする力をつけていく、
その結果区職員と団体がつながり、パートナーとして様々な活動や事業に
ともに取り組む意識（姿勢）を育てるというものです。 
 これらの目標達成に向けて、区も運営事業者様と共に取り組んでいきた
いと考えています。 
 なお、当課の事務所は現在梅丘の分庁舎にありますが、令和８年度施設
開設後は新庁舎２F の区⺠交流室の１部屋を借りて事務所を構えそちら
に基本常駐して、事業運営に携わる予定です。 
 次に資料５ぺージ、「施設運営にあたっての確認事項」をご覧ください。
こちらは、運営委員会準備会にて議論して作成したものです。施設の運営
にあたり根幹となる事項を明確化し、様々な事項を決定する上での軸とし、
また、委員や区職員が交代してしまってもこれまでの検討の積み上げを継
承していくことを目的に作成したものであり、重要事項の決定やメンバー
交代の際などに逐次、共有するぶれない確認事項と位置づけました。 

Ｎo１は「原則無料・予約不要・営利可能な場づくり」、Ｎo２は「定期
的かつ魅力的なイベントの実施・気軽に立ち寄れる場づくり」として、こ
れらは場の前提条件や場の目指す姿を示しています。 

次にＮo３は「柔軟に見直し（トライ＆エラー）が可能な施設運営」、Ｎ
o４は「チャレンジ・バージョンアップ・マッチング」の支援を行うとし
て、この２つは施設運営方針や活動に対する支援の内容を示しています。 

最後にＮo５は「区⺠、団体、区職員がオープンな活動に参加し、交流
や協働を育み、課題解決に寄与」、Ｎo６は「区及び運営事業者が中心とな
って、区⺠、団体、区をつなぐ」とし、これらは区⺠、団体、区職員がこ
の施設の活動に積極的に参加することで交流や協働を育む、またそのため
に区、事業者が区⺠や団体、区をつないでいくことを示しています。 
  
３ 利⽤ルール 

次に次第３、「利⽤ルール」についてです。資料６ページをご覧くださ
い。こちらは当施設を団体等が活動で利⽤する際の利⽤料金についてまと
めた資料です。 

（１）利⽤料金のあり方をご覧ください。「交流拠点施設は庁舎の位置
づけであることから、〜区の実施事業として運営していく、利⽤団体等か
ら徴収する利⽤料金は行政財産の使⽤許可による使⽤料ではなく、事業へ



の参加に伴う「施設利⽤協力金」として徴収する」としています。これは
つまり、この場所が庁舎であるため、行政上の様々な制約があるのですが、
簡便な手続きで活動が行えるように、１回１回の利⽤の都度、使⽤許可を
出し料金を頂くのではなく、利⽤団体等がこの施設の事業に参加する形に
して、利⽤調整は運営事業者が行うとし、行政上の許可申請は行わない形
としています。また、準備会でのご意見を踏まえ、料金の名称は「施設利
⽤協力金」としました。  

（２）です。「施設利⽤協力金」は、利⽤⽤途からＮＰＯ等の非営利利
⽤、⺠間企業等の営利利⽤の２区分を設けています。資料７ページ別紙１
−１をご覧ください。主体や活動内容ごとに活動の可否や範囲を定めてい
ます。表のＮｏ１、ＮＰＯ団体等が実施する活動は、原則公益性を有する
活動・事業として考え、表の真ん中にその具体例を示しています。これら
の活動は活動への参加者から参加料を取る取らないに関わらず、非営利の
活動と判断します。なおこちらのオレンジ色は、拠点施設全体を利⽤でき
るということを示しています。 
 次に表のＮｏ２、⺠間企業等についてです。活動内容によって２つに分
かれます。上のオレンジ色の部分ですが、例えば「子ども食堂」など、「社
会貢献活動」についてはＮＰＯ団体等の活動と同様に非営利の活動として
扱います。次にその下⻘色の部分ですが、“交流拠点に賑わいを創出する
事業” ビールフェスタなどの興業イベントについては、交流拠点施設に賑
わいが創出されることで区⺠やＮＰＯ等活動団体の交流等を促進するな
ど区の交流拠点施設事業に資することを条件に、活動のエリアを限定した
うえで当施設を利⽤できるとし、これらは営利の活動事業として扱います。
⻘色は営利事業で活動エリアが限定されるということを示しています。 
 なおその下の⽩色の部分、⺠間企業の通常の営利事業については、当施
設は利⽤できないとしています。 
 最後にＮｏ３ですが、区が主催する事業についても当施設の利⽤が可能
としています。 
 資料８ページ別紙１−２をご覧ください。図⾯の上ですが、先ほどご説
明しました「ＮＰＯ等の非営利利⽤」はこちらのオレンジ部分、施設全体
の利⽤が可能です。図⾯の下「⺠間企業等の営利利⽤」の利⽤エリアは、
⻘色の広場やピロティ一部分について利⽤が可能です。 
 次に資料９ページ別紙１−３をご覧ください。こちらが料金表です。ま
ず上の表、「ＮＰＯ団体等の非営利利⽤」ですが、利⽤促進の視点から安
価な料金設定としました。事業運営実施計画に基づき事業趣旨から、区内
団体は原則無料とし、１日を超える利⽤や区外団体等の利⽤についてのみ



利⽤料金を徴収します。次に下の表、⺠間企業等の営利利⽤ですが、区の
交流拠点施設事業に資することを条件に、利⽤エリアを限定した上で他⾃
治体の事例を参考にＮＰＯ団体等よりも高い設定としています。例えば表
上の部分、キッチンカー１台、土日８時間の利⽤は４，０００円とし、㎡
単価は５０円としています。次に表下の部分、広場ピロティ全体で、土日
８時間の利⽤は１１８，８００円とし、㎡単価は１５円としています。考
え方としましては、⾯積が狭いほど㎡単価が高く、広くなるほど㎡単価が
安くなる設定としており、単価は５０円から１５円までに傾斜がかかる形
としています。 

恐れ入りますが、資料６ページにお戻りください。「２規定の整備及び
料金徴収について」ですが、今後施設開設に向けて事業実施要綱の制定、
庁舎管理規則の改正を行う予定です。また、「３施設利⽤協力金の見直し」
ですが、全庁的な使⽤料の見直し時期に合わせて、他⾃治体の状況や利⽤
率、地価等を踏まえて施設利⽤協力金の見直しを行う予定としています。 
 次に資料１０ページをご覧ください。こちらは施設を活動利⽤また個⼈
利⽤する際のフロー図を示したものです。 

まず左側、活動利⽤にあたっては事前登録が必要となります。組織構成
や通常の活動内容、施設で行う活動について登録シート及びヒアリングに
より、施設での活動要件に合致するかの確認を行います。 

次に表の中下段、区の公⽤利⽤や個⼈利⽤については事前登録不要です。
なお、区職員については職員のみの会議での利⽤は不可としています。 

次に表の真ん中、当日手続きについてです。活動利⽤、公⽤利⽤につい
ては運営事業者に簡易な手続きを行った上で利⽤し、個⼈利⽤については
手続き不要です。また点線枠内、活動利⽤について、当日手続きで利⽤可
能な活動を例示としてお示ししています。なお、利⽤にあたっては施設と
して多くの区⺠や団体等の交流を目的とした場であるため、交流スペース
でオープンに利⽤していただくことを基本としますが、秘匿情報を扱う活
動等で交流室の利⽤が必要な場合は交流室を利⽤いただけるとします。 

次に表の右側、予約についてですが、世⽥⾕区⺠会館同様１年前より事
前相談受付を開始し、他団体の利⽤意向や区⺠会館の利⽤状況と利⽤調整
の上、予約や備品等の利⽤の可否を判断するものとしています。また、点
線枠内に予約（事前相談）が必要な活動を列挙しており、対外的な活動や
活動にあたり区への利⽤料金が発⽣する活動、参加者から料金を徴収する
活動、飲食の提供、大きな音が出るなど周囲に影響がある活動等について
は予約が必要な活動としています。また、秘匿情報等を扱う活動について
は区⺠交流室の予約も可能とし、総会等団体内で日程調整を伴う、団体メ



ンバーのみの活動については通常活動で施設を利⽤していることを条件
に予約を可能としています。 

区の公⽤の利⽤については、１年以上前より庁内あてに意向調査を行い、
利⽤調整を行い、年間事業計画を作成することとします。 

次に資料１１ページをご覧ください。こちらはごみの処分や、お酒の扱
いについて整理したもので 8/27 準備会でお示ししたものになります。利
⽤内容や主体、場所ごとに記載をしております。 

まず、ごみの処分についてですが、ごみ箱は管理が煩雑になってしまう
ため、活動利⽤時、主催者の判断により⾃主的に設置する場合以外は設置
いたしません。区庁舎での処分の可否ですが、ＮＰＯ団体等の活動につい
ては、利⽤を促すため、ごみ袋は⾃前で⽤意し、廃棄ルールに沿った分別
及び排出量の抑制を十分に行った上で、運営事業者に引き渡し廃棄するこ
ととします。⺠間企業等については、他事例に鑑み、持ち帰り対応として
います。公⽤利⽤については各所管課において処理するものとし、個⼈利
⽤については、処分は行いませんが売店で購入したものについては売店設
置のごみ箱への廃棄が可能です。また、運営事業者が行う⾃主的な事業等
においてもＮＰＯ団体等と同様に区庁舎で処分するものとします。 
 次にお酒の扱いですが、活動に伴う飲酒については主催者が責任を持っ
て対応することを前提に可とします。時間については、区庁舎の基本的な
業務時間以外としています。また、個⼈での飲酒については不可としてお
り、売店においても販売しないこととしております。 
 
４ スペースごとの活⽤想定及び備品 

次に次第４、「スペースごとの活⽤想定及び備品」についてです。資料
１２ページをご覧ください。 

まず「区⺠交流スペース」ですが、こちらは東２期棟１階、庁舎の⽞関
口にできるオープンなスペースです。スペース真ん中に「団体活動スペー
ス」があり、可動しやすい机やいすを⽤意して、打ち合わせやワークショ
ップなどで利⽤していただきます。仕切りのないオープンな空間で様々な
活動や交流ができる設えとなっています。団体活動スペースの上、「個⼈
利⽤スペース」は、役所に手続きに来た来庁者や学⽣等が利⽤できるスペ
ースです。可動が可能なキッズスペースも⽤意します。図⾯左上部、広場
やピロティに⾯している部分は開放できるようにしており、広場やピロテ
ィとの一体的な活⽤も可能です。さらに右上部分には、障害のある方等が
休憩利⽤できる「カームダウンスペース」を⽤意する予定です。レイアウ
ト下の部分には「キッチンカウンター」を⽤意して、飲食を伴う交流会な



どでの利⽤も可能とします。また下の部分には「市⺠活動カウンター」を
⽤意しまして、運営事業者はここに常駐していただき、活動団体等の利⽤
調整や活動支援業務を行っていただきます。またカウンター内は４名ほど
が入れる事務スペースもございます。「市⺠活動カウンター」の右側、「エ
フエムせたがや」サテライトブースの下の部分には運営事業者の執務スペ
ースを⽤意しており、こちらは４名ほどが入れる事務所スペースとなって
おります。 

次に資料１３ページをご覧ください。区⺠交流スペースは可変式として
おり、大型モニターを使った講演会やパブリックビューイング、また展示
などの利⽤も可能です。 

次に資料１４ページをご覧ください。こちらは２階、テラスに沿った形
で⽤意する「区⺠交流室」です。ガラス張りの部屋となっていますが、ブ
ラインドカーテンもあるためクローズドな活動も可能です。 

次に資料１５ページをご覧ください。６階の「屋上庭園」です。こちら
は芝⽣広場があり、ヨガ教室やみどりのワークショップなどの利⽤を想定
しています。またエリア真ん中部分には区⺠も管理に参加できる「区⺠花
壇」も設置予定です。 

次に資料１６ページをご覧ください。「広場・ピロティ」です。団体が活
動しやすいように、設置が簡易なテント等を⽤意して、マルシェなどのイ
ベントで利⽤できるようにします。アンカーボルトも設置しテントが固定
できるように安全対策も行います。また音響機器等も⽤意して、音楽やダ
ンスステージなどでも利⽤可能です。 

次に資料１７ページをご覧ください。1 期棟のエントランスホール等の
活⽤想定になります。なお、ラウンジは令和９年度より区⺠会館の一部と
なり、こちらの運営は指定管理事業者が行う予定です。ラウンジについて
は仕様書にも記載がありますが当プロポーザルの業務の対象となってお
らず、区⺠会館ホールなどと同様、施設全体を使った活動等の際に、条例
に定める手続きにより利⽤することとなります。 

 
５ オープニングイベント 

次に次第５、「オープニングイベント」についてです。資料１８ページ
をご覧ください。こちらは令和８年１１月の施設開設に合わせて行うオー
プニングイベントの企画資料案で、8/27 準備会でお示ししたものになり、
準備会にて意見をいただきながら準備を進めています。１日のみの集客イ
ベントでは一過性のものになってしまうとのご指摘を踏まえ、１か月程度
の期間で、既存事業の活⽤など庁内及び団体の協力をいただきながら実施



し、その後の施設利⽤を促せるような形としています。資料の日程及び右
側の実施内容詳細イメージをあわせてご確認ください。まず１１月３日の
⽂化の日をキックオフイベントとして広場でのテープカット、学⽣等によ
る演奏披露、施設内覧会、施設全体を活⽤した事業、愛称募集の開始とし
ています。実施にあたっては予算も含め庁舎管理担当課とも協力しながら
区が行うこととしています。 

次に平日の「活動利⽤の促進・PR」部分ですが、こちらは運営事業者が、
随時利⽤を希望する団体に対して、施設の説明や施設見学を実施します。 
次に土日の「団体運営参加型イベント」ですが、区、運営委員会、部会か
らの個別の呼びかけにより区内の団体等に様々な形でのイベント出店を
していただく形を想定しています。出店にあたっては、団体が責任を持っ
て実施いただくことを基本とし、区及び運営事業者は出店場所等の利⽤調
整を行うこととしています。これはオープニングイベント以降も行ってい
く本来業務としての利⽤調整をイメージしています。 

次に公⽤事業ですが１１月１４日に⽂化・国際課が行っている大使館や
国際交流団体等によるブース出展やステージイベント、体験コーナーなど
を行う国際メッセ＆ホストタウンコンサートの実施を予定しています。こ
れ以外でも区の庁内より希望があれば追加したいと考えています。 

次にクロージングイベントですが、こちらは区⺠会館ホールでの市⺠活
動に関するシンポジウム、交流スペースでのオープニングイベント期間中
に出店した団体のパネル展示及び交流会としています。最後に施設全体を
活⽤した区⺠参加型事業として区と運営事業者にてスタンプラリーや誰
でも参加できるオブジェ、利⽤憲章等の作成ができればと考えています。 
 なお、平日についても区の庁内や団体から要望があれば随時イベントを
行う可能性もございます。 

8/27 準備会では、「団体運営参加型イベント」について、団体へ声かけ
を行うタイミングが、来年ではなくできれば１年前など早い方が団体とし
てはありがたいというご指摘がありました。団体へのお声がけについては、
例えば今年の１１月頃から周知できるか、一度区の方で検討することとな
りました。また「団体運営参加型イベント」に「出店する」、また「クロー
ジングイベント」という表現がこの表現で良いのか、別の表現がいいので
はとのご指摘がありました。２７日の準備会の資料及び議事録については、
９月中にＨＰにて公開いたしますので、詳細はそちらをご覧いただけます
と幸いです。 

オープニングイベントについては、仕様書にも記載があるとおり、準備
会での検討を踏まえて、委員会での意見を聞きながら実施していくものに



なります。 
運営事業者の関わり方としましては、運営委員会・部会の事務局運営を

行い、キックオフイベント、クロージングイベントについては区と連携し
て実施するとし、出演料等の予算措置については区の方で別途対応します。
平日の「活動利⽤の促進・PR」は運営事業者にて対応し、土日の「団体運
営参加型イベント」については、出店団体の利⽤調整が主な業務となりま
す。 

なお、今後毎年行う「（仮称）市⺠活動フェアイベント」についても運営
委員会や部会で検討し同様に実施していく予定です。 

 
６ プロポーザル実施要領兼説明書、仕様書 

次に次第６、「プロポーザル実施要領兼説明書、仕様書」についてです。
これまでご説明させていただいた交流拠点施設で目指すことなどを踏ま
えて、運営事業者にはどのような業務をご依頼していくか、ポイントをし
ぼってご説明させていただきます。 

まず資料「実施要領兼説明書」をご覧ください。１ページ目「３ 事業
運営対象施設」ですが、アに記載の一覧表に示す部分が本件で運営を委託
する施設です。 

２ページ目の「イ 世⽥⾕区⺠会館」については、本業務とは別に８年
度までは業務委託、９年度から指定管理運営とする予定です。本業務では、
交流拠点施設全体を使った事業を行う場合、区⺠会館運営受託者との調整
業務を行うとしています。 

次に「４ 業務内容」です。こちらについては「仕様書案」をご覧くだ
さい。まず、仕様書が令和８年度と９年度で２つございますが、これは当
施設が令和８年１１月から開設を予定しているためであり、初年度の８年
度については、年度当初は準備期間で、１１月より本格的に施設開設、事
業開始となり業務内容が一部９年度以降と異なるため分けております。で
は、令和８年度の仕様書（案）をご覧ください。こちらの資料をもとに仕
様書内のポイント部分についてご説明をいたします。 

４ページの「５運営時間等」をご覧ください。業務としては原則年末年
始を除き、曜日に関わらず、８時３０分から２２時１５分までとなります。 

次に５ページの「７業務体制」をご覧ください。（２）開設後について
は、施設⻑や副施設⻑を始め、６ページの④マッチングコーディネーター
を、市⺠活動支援をけん引する者として２名以上配置することとしていま
す。ここでの２名とは、全体の⼈員体制として２名以上ということで、開
設時間で常時２名以上配置という意味ではございません。⑤では業務時間



において記載の職員を最低２名以上の配置とし、⑥では、施設⻑とマッチ
ングコーディネーターを中心に、利⽤者と積極的なコミュニケーションを
図り、利⽤者の意向をできるだけ尊重して、交流や区⺠参加につながる支
援に努めるとしています。なお⑧は執務スペースについて、こちらは先ほ
ど次第４「スペースごとの活⽤想定及び備品」でご説明した内容を記載し
ています。 

次に７ページの「９費⽤負担」では、施設の維持管理業務は区が別途委
託する本庁舎等総合管理業務において行うとし、区と受託者の役割分担を
明確化しています。次に８ページ「１４物品貸付」ですが、備品について
は区が⽤意するものを事業者に貸付させていただき、団体等が活動で備品
を利⽤する場合は事業者が団体等に貸し出すという流れになります。団体
が備品を利⽤する際の料金は発⽣せず、先ほどご説明した「施設利⽤協力
金」が基準に基づいて発⽣する場合があるということとなります。なお、
備品については交流スペース内の倉庫、及び区役所⻄棟地下２階の倉庫の
２か所に保管しますので、適宜そちらから出していただき利⽤団体にお渡
しするといった流れとなります。 

次に１０ページ、「１ 開設前準備業務」では、開設準備室の設置や、利
⽤案内の作成、施設の専⽤ホームページや利⽤受付システム等について記
載しています。特に（４）利⽤受付システムについては、活動で利⽤する
際に申請者が簡便に使えるシステムの構築を行うこととしており、アプリ
など事業者の提案を求めるとしています。 

次に１１ページ、「２（仮称）事業運営委員会事務局運営」については、
事務局として区と連携し、事業に関する報告や会議の開催・進行・記録等
の会議運営を行うこととしています。 

次に１３ページ、「３各種事業の準備・実施」ですが、年間事業計画の作
成やオープニングイベント、愛称募集等について記載しています。オープ
ニングイベントについては、準備会のご意見を踏まえ、１か月程度の期間
を掛けて区や団体との協働によるものとし、愛称募集については令和８年
度中の決定としています。 

なお、先ほどご説明した運営委員会、愛称募集の選定委員会の委員の謝
礼については、区の方で別途予算措置を行います。 

次の１４ページでは令和９年度の市⺠活動フェアイベントの企画や、広
場等を活⽤した賑わい創出事業について記載しており、広場等を活⽤した
賑わい創出事業については、事業者からの提案を求めるものとしています。
なお、「実施にあたり材料費等が⽣じた場合、利⽤者に実費を負担させる
ことができる」とありますが、こちらは合わせて運営事業者として賑わい



事業を実施するにあたり収益を上げることはできないということになり
ますので、実施負担分までとなることをご承知おき頂きますようお願いし
ます。 

次に「４施設運営管理業務、利⽤調整業務」ですが、施設の基本的な維
持管理及び、利⽤調整について記載しています。１５ページの（２）①で
は利⽤調整の考え方を記載しており、（エ）では、団体同士を紹介するな
ど日頃から声掛けを行い、交流やマッチングの機会を創出し、連携や新た
なつながりを促進するとし、取り組みについては事業者の提案を求めるも
のとしています。 

次に１７ページ⑦をご覧ください。こちらは利⽤団体が支払う「施設利
⽤協力金」の徴収についてです。こちらの徴収業務は事業者にて行ってい
ただくものであり、そのお金は事業者の収入とします。年度当初に、年間
の収入の見込みを令和８年度は５０万円とし、その額を差し引いた金額で
区と契約を行います。ただし、年度末に見込み額から２５万円以上過不足
が⽣じた場合は、契約変更を行うとします。なお、令和９年度は８年度と
異なり、年間を通して施設が開設されるようになるため、年間収入見込み
額は１５０万円とし、２５万円以上過不足が⽣じた場合は、契約変更を行
うとしています。 

次に１８ページ「５市⺠活動支援業務」をご覧ください。（１）スタート
アップ支援として、活動経験のない団体等に対して支援を行うとし、事業
者から提案を求めるものとしています。続いて（２）マッチング支援では、
活動経験がある団体に対して企画提案をするとして、こちらも事業者から
の提案を求めます。（３）は、ご説明したスタートアップ支援、マッチング
支援を行うために、区内の団体等とネットワークを構築するという内容で、
こちらも事業者提案としています。最後に（４）、施設を利⽤する団体の
情報発信支援とし、③SNS 等を活⽤した団体の情報発信支援の手法につい
ては事業者からの提案を求めるとしています。 

「６広報活動業務」では施設の事業に係る広報活動、次の１９ページで
は「７区への報告」について記載しています。以降は区のルールに沿って
添付が必要となる定型的な内容が続きまして、最後の３３ページでは先ほ
どご説明した施設運営に関する確認事項を添付しています。 

仕様書（案）の説明は以上です。なお、令和９年度の仕様書も開設準備
業務を除き、概ね令和８年度の内容と同様となっています。 

続いて、「実施要領兼説明書」の３ページにお戻りください。「６ 履行
期間」ですが、令和８年４月１日から令和１２年３月３１日までの４年間
といたします。 



次に「７ 事業実施経費（提案限度額）」ですが、令和８年度について
は、７，５００万円、令和９年度以降は８，５００万円としています。こ
の金額の差については、令和８年度は施設開設が１１月からを予定してお
り、システム等初期投資経費はかかりますが、夜間土日含めた本格的な運
営は年度途中からとなるためです。 
 次に「８ 参加資格」です。（１）にて、複数の法⼈が協働する共同企業
体、いわゆる JV での参加も可能としています。 

４ページの（７）ですが、過去１０年間に３年以上記載の同種業務を受
託した実績があることとしています。 

６ページ「16 提案書作成要領」ですが、（２）提案書の内容の中でいく
つか事業者のご提案を求めるものがございます。こちらについてはそれぞ
れの事業者の強みを⽣かしたご提案をいただきたいと思いますのでどう
ぞよろしくお願いいたします。 

「プロポーザル実施要領、仕様書」の説明は以上となります。 
 
７ 「区役所で遊ぼう」試行イベント 

最後に、次第７「区役所で遊ぼう試行イベント」についてです。資料１
９ページをご覧ください。こちらは既に開設しているエントランスホール、
ラウンジにて、交流拠点施設開設を見据え、区の方で先行して実施した試
行イベントの実施報告資料になります。今後交流拠点施設開設後の利⽤調
整の一つのイメージ例になるかと思いますので、簡単にご説明をさせてい
ただきます。実施概要については記載のとおりです。 

資料２０ページをご覧ください。イベント内容としては主に小学⽣まで
のお子さんを対象としたもので、区内の様々な団体さんに出店していただ
き子ども向けのあそびイベントを実施しました。 

資料２１ページをご覧ください。イベント実施までのプロセスについて、
まとめたものになります。１０月から企画・構想を始め関係所管、団体へ
参加を打診しました。相談の中で様々良い提案が出たり、⼈員の問題で参
加が難しかった団体も他団体の協力により出店が可能となりました。市⺠
活動推進課としても全ての出店ブースを体験してもらえるようスタンプ
ラリーを企画しました。これらが事業のスタートアップとしての取組みだ
ったと考えています。次にイベント実施直前に参加者全員でのオンライン
会議を実施し、その中で他団体の取組みを参考に⾃団体の出店内容のブラ
ッシュアップや、想定以上の盛り上がりを感じた団体さんが追加でパンを
販売することなどにも繋がりました。これが事業のバージョンアップとし
ての取組みだったと考えています。次に１０月中旬には区⺠会館管理者に



企画を説明し、区⺠会館ホール利⽤予定団体の内、試行イベントと親和性
の高い催しを企画している団体を紹介してもらい、企画内容の共有等を実
施しました。たまたまではありましたが、区⺠会館ホールでの催しも申し
込みや料金不要だったため、それぞれのイベント参加者が相互のイベント
に参加できることが分かりました。また、利⽤にあたって関係所管と出店
内容に合わせ随時相談・調整を行い、最大限に施設を活⽤し魅力的なイベ
ントとなるよう努めました。これらが利⽤調整としての取組みだったと考
えています。周知・ＰＲにあたっては、大学⽣に周知チラシのデザインを
依頼し、区の様々な広報媒体や出店団体のＳＮＳ等での周知も行うなど、
多様な情報発信に取り組みました。 

資料２２ページ、「出店団体のアンケート」をご覧ください。どの団体
からも好評をいただきましたが、悪かった点として、当日のブース運営に
余裕がなく、他団体との交流が中々図れなかったことなどが挙げられまし
た。資料下の、「参加者へのアンケート」では子どもならではの⾯⽩い意
見が多数出ました。全てを叶えることは出来ないかもしれませんが、魅力
的なイベントや施設が出来れば、区役所にも来てくれるという手ごたえも
感じました。まとめとしては、所管課や団体と協働したイベント開催にあ
たって先頭に立って汗をかくことの大変さを肌で感じることができ、また
結果として保護者の方も含め３００⼈を超える来場者にお越しいただき、
区役所という難しい立地であっても魅力的なイベントや様々な情報発信
ができれば⼈が集まることが実証できました。今後頂いた意見も踏まえ、
よりよい施設を目指していきたいと考えております。一方で、団体同士の
交流やイベント後のつなぎの仕方の難しさも分かりました。イベント当日
は、団体同士が交流する機会を作ることができなかったため、今後団体同
士の交流をどのように促していくのか、例えばイベント後に区⺠交流スペ
ースを活⽤した交流会を設定するなど、検討を進めていきたいと思います。
ちなみに今年４月に、区内の関係団体を集めた飲食を伴う交流会をラウン
ジで実施しました。こちらの交流会は今後の交流拠点施設の利⽤イメージ
をお伝えすることができ新たな施設に対して期待感を持っていただくこ
とができたかと思います。その点で良い試行となりました。 

 
終わりに 

説明は以上となります。本日は説明会にご参加いただきましてありがと
うございました。 

冒頭でもご説明させていただきましたが、本日は質疑応答は行なわず、
後日 9/5 を期限として質問票をメールにて受付いたします。ご質問に対す



る回答は 9/12 に、区 HP に公開させていただく予定です。当事業の業務
委託の参加表明書提出期限は 9/19 としております。ぜひ多くの事業者の
皆様にプロポーザルにご参加いただきたいと思いますので、どうぞよろし
くお願いいたします。本日はお忙しいところご出席いただきましてありが
とうございました。 


